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  一〇鹸《裏口規準  鯛麗細
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  ヒ
   雇・
羅力生産適欝生産費翻軸鑑盤盤盤霞
 麟一§温暖化琿境負萄量
で高いメリットを
 域(≒農業地域)においては導入が難しい.
②農業における人
ト譲(建)の導入を
 ギー電力・熱の供給量と,農家
・③大規模畑作・
ルギーを供給する
 減する可能性がある.
④本来,工業製品の
は,地域LCAとして農業地域の環境影響
⑤沖永良部島を対
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ルでは必ずしも正確
 のインセンティブとなるのは難しい.
以上のように人為的
おいて,農業は縫産業
条件下で発揮される
また,農業・農外産業
その導入による環境
い。再資源化鼓術の
補助による人為的物
術・人為的勃質循環
助なしで経済的に自
論をするべきである
で指摘したような環境
財政補助等の栓会シ
 う。
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}論文審査結果要旨
環境と経済が両
研究は,新たな
的に生じない
 心として検討したものである。
本論文は,①農
る人為的物質循
 定量的評価,といった三本柱で構成されている。
 本研究で明らかにされた新知見は,以下のとおりである。
第1に,農外産
を検索するシス
 の存在しない宮城県のような地域ではそれが難しいこと,
第2に・農業に
オガスプラント
を供給することで地域の環境負荷低減効果を発揮串来る
第3に,本来工業
アレンジし,島
 大きいこと,
 などを明らかにし,た。
以上の分析は,
ことなど一定の
し,こ.うした優
 限らないことも示唆している。
本研究は,着眼
タ収集と繊密な
似の研究がみられないことから,パイオニア的な研究で
 よって,審査員一同は本研究を博士(農
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